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人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

納官小学校入学生

星原小学校入学生

令和２年は

町制80周年
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町制施行 80 周年
　

年
の
歴
史
を
想
い

　

明
日
の
な
か
た
ね
を
築
く

中
種
子
町

　

町
制
施
行　

周
年
記
念
事
業

　

私
た
ち
の
中
種
子
町
は
、
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
年
）
に
町
制
を
施
行
し

て
か
ら
、
今
年
で
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
年
を
80
周
年
の
記
念
の
年
と
し
て
、
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
協
働
で
推
進
す
る
気
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
記

念
式
典
の
ほ
か
各
種
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

☝

町
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業

▼
第
52
回
よ
い
ら
ー
い
き
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
８
月
１
日
（
土
）】

▼
第
30
回
ふ
る
さ
と
交
流
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　
　
　
　
【
10
月
10
日
（
土
）】

　

第
５
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
第
54
回
町
民
体
育
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
10
月
11
日
（
日
）】

▼
中
種
子
町
町
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典　
　
　
　
　
【
11
月
７
日
（
土
）】

▼
第
20
回
生
涯
学
習
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
11
月
７
日
（
土
）】

▼
第
41
回
農
林
漁
業
祭　
　
　
　
　
　
【
11
月
７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
）】

▼
第
45
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
11
月
15
日
（
日
）】

▼
第
46
回
町
民
文
化
祭　
　
　
　
　
　
【
11
月
21
日
（
土
）
～
22
日
（
日
）】

▼
第
13
回
独
身
男
女
交
流
イ
ベ
ン
ト　
【
12
月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）】

▼
「
地
域
住
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」　　
　
　
　

【
12
月
19
日
（
土
）】

　
（「
三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
と
き
め
く
ひ
と
と
き
」
公
演
）

※
緑
字
は
新
規
で
実
施
す
る
記
念
事
業

※
日
程
は
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

80

80

町制施行 80 周年

中  種  子  町

野
間
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、
野
間
、
油
久
、

納
官
、
増
田
を
直
轄
す
る

坂
井
は
島
間
戸
長
役
場
の
直
轄
と
な
る

田
島
は
油
久
か
ら
、
牧
川
は
納
官
か
ら
分
離
し
各

１
村
を
立
て
る
。
野
間
戸
長
役
場
の
直
轄
は
７
村

と
な
る

野
間
村
誕
生

町
村
制
実
施
。
種
子
島
は
熊
毛
郡
と
な
り
、
北
種

子
村
、
中
種
子
村
、
南
種
子
村
が
誕
生

野
間
郵
便
局
開
局

熊
毛
郡
・
馭
謨
郡
（
ご
む
ぐ
ん
。
現
屋
久
島
町
）

が
合
併
し
、
現
在
の
熊
毛
郡
と
な
る

浜
津
脇
に
発
電
所
設
置
。
中
種
子
村
に
初
め
て
電

気
点
灯

水
稲
早
期
栽
培
始
ま
る
。
電
話
開
通

役
場
を
現
在
地
に
移
転

町
制
施
行

野
間
・
増
田
・
星
原
・
南
界
に
新
制
中
学
校
開
校

新
制
中
種
子
高
等
学
校
開
校

町
教
育
委
員
会
発
足

テ
レ
ビ
視
聴
開
始

町
営
種
子
島
空
港
が
開
港

第
３
種
空
港
に
昇
格

新
庁
舎
完
成

中
央
公
民
館
完
成

県
道
西
之
表
南
種
子
線
が
国
道
58
号
と
な
る

町
立
体
育
館
完
成

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
完
成

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
完
成

明
治
13
年

明
治
14
年

明
治
16
年

明
治
17
年
９
月

明
治
22
年
４
月
１
日

明
治
25
年
10
月

明
治
30
年
４
月

大
正
14
年

昭
和
13
年

昭
和
15
年
11
月
10
日

　
　
　
　

12
月
１
日

昭
和
22
年
４
月

昭
和
23
年
３
月

昭
和
27
年
12
月

昭
和
32
年
２
月

昭
和
33
年
２
月

　
　
　
　

12
月

昭
和
41
年
６
月

昭
和
45
年
12
月

昭
和
50
年
４
月

昭
和
52
年
５
月

昭
和
53
年
10
月

昭
和
55
年
７
月

あ　ゆ　み
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町制施行 80 周年町制施行 80 周年

中  種  子  町

漁
村
セ
ン
タ
ー
完
成

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

防
災
セ
ン
タ
ー
完
成

町
営
野
球
場
完
成

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

町
営
陸
上
競
技
場
完
成

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
完
成

全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

種
子
島
こ
り
～
な
完
成

種
子
島
農
業
公
社
完
成

流
水
プ
ー
ル
開
業

立
切
遺
跡
発
見

保
健
セ
ン
タ
ー
落
成

フ
ル
ー
ツ
公
園
開
業

種
子
島
中
央
体
育
館
・
武
道
館
完
成

園
田
遺
跡
発
見

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
風
力
発
電
所
完
成

野
間
・
増
田
・
星
原
・
南
界
の
４
中
学
校
が
閉
校

中
種
子
中
学
校
開
校

新
種
子
島
空
港
開
港

あ
か
つ
き
学
園
と
福
寿
園
を
民
営
化

大
津
保
畑
遺
跡
発
見

町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

中
種
子
高
等
学
校
閉
校

種
子
島
中
央
高
等
学
校
開
校

町
営
相
撲
場
完
成

九
州
お
ひ
さ
ま
発
電
（
株
）
中
種
子
発
電
所
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置

自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
完
成

町
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業

昭
和
56
年
３
月

昭
和
57
年
３
月

昭
和
58
年
３
月

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
６
年
４
月

平
成
７
年
２
月

　
　
　
　

７
月

　
　
　
　

８
月

平
成
９
年

平
成
10
年
３
月

　
　
　
　

７
月

　
　
　
　

８
月

平
成
12
年

平
成
14
年

平
成
16
年
３
月

　
　
　
　

４
月

平
成
18
年
３
月

　
　
　
　

４
月

平
成
19
年

平
成
22
年

平
成
20
年
３
月

　
　
　
　

４
月

平
成
₂₄
年
６
月

平
成
26
年
４
月

平
成
28
年
７
月

令
和
２
年

あ　ゆ　み

初　代
鎌田　政義

６　代
田代　碩市

２　代
竹島　良一

３　代
古市　亀太郎

４　代
川下　直木

５　代
鎌田　義俊

７　代
松下　道男

８　代
日髙　實昭

９　代
川下　三業

10　代
田渕川　寿広

歴　代　町　長歴　代　町　長歴　代　町　長　　※町制施行からの歴代町長をご紹介します。　　※町制施行からの歴代町長をご紹介します。　　※町制施行からの歴代町長をご紹介します。
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－令和２年度施政方針－ 町長のまちづくり方針（要約）
　

令
和
２
年
度
は
、
長
期
振
興

計
画
の
第
５
次
計
画
（
後
期
基

本
計
画
）
が
ス
タ
ー
ト
し
て
最

後
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
地
方
創
生
法
に

基
づ
く
「
中
種
子
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、

令
和
元
年
度
ま
で
の
５
カ
年
に

お
い
て
集
中
し
て
取
り
組
む
べ

き
戦
略
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、

計
画
期
間
を
長
期
振
興
計
画
と

足
並
み
を
そ
ろ
え
、
１
年
間
延

長
し
、
よ
り
強
固
に
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
計
画
お
よ
び
戦

略
は
、
本
町
が
目
指
す
「
人
の

和
と
豊
か
な
実
り
に
新
た
な
希

望
が
持
て
る
ま
ち　

な
か
た
ね
」

の
実
現
の
た
め
の
柱
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ

き
農
業
を
中
心
と
す
る
第
１
次

産
業
や
観
光
・
交
流
を
絡
め
た

商
工
業
な
ど
の
産
業
振
興
、
町

民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
や

交
通
・
情
報
通
信
体
系
の
基
盤

整
備
、
本
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
や
、
町
民
の

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る

豊
か
な
心
と
健
全
な
体
の
育
成
、

更
に
保
健
、
福
祉
、
医
療
、
介

護
の
分
野
に
お
い
て
は
、
町
民

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
、
環
境
に
お

い
て
全
て
の
方
々
が
満
足
し
た

生
活
が
送
れ
る
た
め
の
施
策
な

ど
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
度
の

行
政
運
営
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
計
画
な
ど
を
基
本
に
、
町

民
の
よ
り
豊
か
な
生
活
と
所
得

向
上
を
目
指
し
た
施
策
の
実
行

や
、
自
然
災
害
な
ど
の
対
処
も

含
め
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く

り
を
目
標
と
し
て
、
町
民
の
皆

様
、
議
員
の
皆
様
と
共
通
認
識

を
深
め
な
が
ら
、
効
果
的
か
つ

健
全
な
行
政
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
予
算
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
歳
入
で
は
、
町
税
は

重
要
な
財
源
で
あ
り
ま
す
の
で
、

正
確
で
迅
速
な
収
納
管
理
に
努

め
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り

ま
す
。
国
庫
支
出
金
・
県
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
予

算
編
成
に
留
意
し
、
財
源
確
保

に
努
め
ま
す
。
引
き
続
き
地
方

交
付
税
の
増
額
、
離
島
振
興
予

算
枠
の
拡
大
、
有
人
国
境
離
島

法
の
効
果
的
な
活
用
と
市
・
町

の
負
担
率
の
軽
減
も
併
せ
て
国

や
県
に
強
く
要
請
し
て
参
り
ま

す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、
ま
ず
農
林

水
産
業
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速

に
進
展
し
つ
つ
あ
る
中
、
国
内

に
お
い
て
は
、
農
業
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
、
職
の
安
心
・
安
全
に
対

す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
大
き

く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業
者

が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
取
り

組
め
る
農
業
と
活
力
あ
る
豊
か

な
農
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

関
係
機
関
・
団
体
一
体
と
な
っ

て
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き

び
は
、
面
積
推
進
と
反
収
向
上

へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
土
作
り

が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
農

協
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
有
効
活

用
し
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

　

澱
粉
原
料
用
さ
つ
ま
い
も
は
、

輪
作
体
系
の
推
進
と
バ
イ
オ
苗

供
給
に
よ
る
優
良
種
芋
の
確
保

と
早
期
植
え
付
け
を
促
す
た
め

育
苗
段
階
で
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
生
産
性
向
上
お
よ
び
労
働

力
削
減
の
た
め
、
生
分
解
性
マ

ル
チ
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　

安
納
い
も
は
、
出
荷
販
売
統

一
基
準
に
基
づ
い
た
生
産
体
制

の
確
立
の
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
推

進
本
部
事
務
局
の
拡
充
を
図
り
、

引
き
続
き
糖
度
測
定
を
行
い
、

栽
培
技
術
お
よ
び
品
質
向
上
を

図
る
た
め
、
バ
イ
オ
苗
供
給
な

ど
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

園
芸
作
物
な
ど
は
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
安
心
・
安
全
・

信
頼
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
の
遵
守
に

努
め
な
が
ら
、
Ｋｰ

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得

を
推
進
す
る
と
と
も
に
品
質
お

よ
び
反
収
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

肉
用
牛
は
、
生
産
性
の
高
い

肉
用
牛
繁
殖
経
営
の
育
成
を
図

る
た
め
、
各
種
補
助
事
業
お
よ

び
制
度
資
金
を
積
極
的
に
活
用

し
、
繁
殖
素
牛
の
頭
数
維
持
、

子
牛
の
損
耗
防
止
を
図
り
な
が

ら
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

　

水
産
業
は
、
振
興
を
図
る
上

で
は
、
資
源
管
理
の
推
進
は
も

と
よ
り
、
中
核
的
漁
業
者
や
新

規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
、
水

産
物
の
販
路
の
拡
大
、
付
加
価

値
の
高
い
製
品
づ
く
り
、
魚
食

普
及
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
中
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、

資
源
回
復
の
た
め
に
漁
協
・
ご

ん
げ
ん
中
種
子
集
落
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
効
率
的
な
事
業
を

推
進
し
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

　

農
地
・
農
道
整
備
は
、
県
営

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業【
躍

動
中
種
子
地
区
】、
県
営
畑
地
帯

総
合
整
備
事
業
（
単
独
土
層
改

良
型
）【
野
間
西
部
地
区
】、
県

営
農
地
環
境
整
備
事
業
【
中
田
・

阿
嶽
・
塩
屋
南
部
・
熊
野
地
区

の
水
田
区
画
整
理
】、
県
営
農
地

整
備
事
業
（
通
作
・
保
全
）【
中

種
子
２
期 

地
区
】、
団
体
営
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
【
第
二

中
種
子
地
区
】
を
計
画
・
整
備

し
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
と
う
き
び
増
産
対

策
農
道
等
補
修
事
業
と
し
て
、

国
・
県
の
補
助
事
業
に
該
当
し

な
い
ま
た
は
採
択
ま
で
相
当
の

期
間
を
要
す
る
こ
と
で
農
業
生

産
に
支
障
が
生
じ
る
施
設
や
団

体
が
補
助
す
る
事
業
並
び
に
緊

急
に
対
策
を
要
す
る
農
業
用
施

設
な
ど
の
改
良
・
維
持
保
全
対
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－令和２年度施政方針－ 町長のまちづくり方針（要約）
策
や
集
落
地
域
が
自
主
的
に
行

う
農
道
な
ど
の
維
持
管
理
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
な
ど
の
維
持

確
保
対
策
は
、
有
人
国
境
離
島

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

法
に
基
づ
く
交
付
金
を
積
極
的

に
活
用
し
た
事
業
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
法
が
目
的
と
す
る
国

境
離
島
の
地
域
社
会
維
持
推
進

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
・
島
内
に
お
い

て
、交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
方
々

の
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
日
常

生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
観

光
な
ど
島
外
か
ら
の
利
便
性
や
、

種
子
島
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
を
ね

ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

路
線
バ
ス
な
ど
地
域
公
共
交
通

網
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

情
報
・
通
信
環
境
の
整
備
は
、

住
民
に
と
っ
て
、
防
災
情
報
や

災
害
時
の
情
報
・
通
信
手
段
の

確
保
の
観
点
か
ら
大
変
重
要
で

あ
り
、
ま
た
、
営
農
な
ど
で
の

気
象
情
報
や
一
般
家
庭
に
お
け

る
生
活
情
報
の
取
得
に
お
い
て

も
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
や

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
各
種
の
情
報
・
通
信
手

段
の
利
用
は
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
い
つ
で
も

利
用
可
能
で
便
利
な
環
境
を
整

備
す
る
と
共
に
、
産
業
や
医
療
・

福
祉
お
よ
び
行
政
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、

情
報
・
通
信
基
盤
の
整
備
・
充

実
を
推
進
し
ま
す
。

　

教
育
分
野
で
は
、
町
内
の
小
・

中
学
校
で
一
人
１
台
の
端
末
機

器
の
設
置
な
ど
を
す
す
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
教
育
に
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
・
設
備
の
改
修
や

更
新
、
教
職
員
住
宅
の
整
備
を

行
い
施
設
の
保
全
管
理
に
努
め

ま
す
。
特
別
支
援
教
育
支
援
員

配
置
や
う
み
が
め
留
学
推
進
な

ど
引
き
続
き
支
援
し
て
参
り
ま

す
。

　

本
町
、
商
工
業
の
振
興
で
す

が
、
景
気
低
迷
と
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
基
幹
作
目
の
作
況

低
迷
も
あ
っ
て
消
費
活
動
も
停

滞
気
味
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
大
型

店
舗
の
出
店
に
よ
る
消
費
者
の

流
出
に
よ
り
、
事
業
運
営
に
苦

慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
商
工
会

な
ど
の
事
業
者
組
織
に
よ
り
会

員
事
業
者
へ
の
経
営
指
導
の
ほ

か
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
導
入
に

よ
り
地
元
店
舗
で
の
消
費
誘
導

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
特
産
品
の
開
発

お
よ
び
情
報
発
信
に
よ
り
販
路

拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発
・
活

用
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

観
光
・
交
流
推
進
事
業
に
関

し
ま
し
て
は
、
観
光
形
態
が
体

験
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
自
然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
に

触
れ
学
ぶ
観
光
を
求
め
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
古
市
家
住

宅
や
自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

村
お
よ
び
阿
獄
川
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
を
活
用
し
た
観
光
、
さ
ら

に
農
林
漁
家
で
の
民
泊
、
総
合

運
動
公
園
で
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

や
趣
味
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
体
験
・
交
流
活
動
に
向

け
た
取
り
組
み
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
に
よ
る
島
の
魅

力
の
情
報
発
信
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
種
子
島
は
サ
ー
フ
ィ

ン
の
適
地
と
し
て
周
知
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
全

国
的
な
浸
透
に
到
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

規
模
の
大
会
を
開
催
し
、
サ
ー

フ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
情

報
発
信
を
国
内
外
に
向
け
行
い
、

サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
家
や
観
光
客

の
増
加
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

福
祉
関
係
で
は
、
本
町
が
65

歳
以
上
の
割
合
が
約
38
％
と
い

う
高
齢
社
会
を
迎
え
、
地
域
力

の
低
下
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
中

で
、町
民
の
福
祉
施
策
へ
の
ニ
ー

ズ
も
多
種
多
様
に
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
な
ど

を
推
進
し
な
が
ら
元
気
高
齢
者

の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
活
動
の

活
性
化
支
援
な
ど
、
地
域
の
人

的
・
社
会
資
源
の
活
用
に
よ
る

生
き
が
い
と
安
心
を
確
保
す
る

た
め
の
事
業
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
各
種
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
か
ら

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が

始
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
副
食

費
を
、
国
の
副
食
費
無
償
化
の

対
象
第
３
子
以
降
か
ら
第
２
子

に
ま
で
拡
大
し
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
管
理
は
、
シ
ロ
ア

リ
の
予
防
駆
除
、
老
朽
化
し
た

流
し
台
・
給
湯
器
・
風
呂
釜
な

ど
の
更
新
を
行
い
、
入
居
者
の

利
便
・
快
適
性
な
ど
住
環
境
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
伏

之
前
団
地
の
改
修
工
事
、
横
町

団
地
の
改
築
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

　

水
道
事
業
は
、
給
水
人
口
・

給
水
量
の
減
少
に
伴
い
料
金
収

入
が
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
料

な
ど
維
持
管
理
費
が
増
大
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
質
の
高
い
安
心
・

安
全
な
水
を
安
定
供
給
す
る
こ

と
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
や
地
方
分
権
に
対
応
し
た
行

政
推
進
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
行
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、

職
員
の
資
質
の
向
上
と
時
代
に

即
し
た
人
材
の
育
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
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66 億 5600 万円
令和２年度一般会計予算

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
算
は
、
依
然
と
し
て
自
主
財

源
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
ず
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
依
存
財
源
に
頼
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

国
の
動
向
次
第
で
は
財
源
不
足
も
発
生
す
る

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
選
別
に
あ
た
っ
て
は

必
要
性
、
効
果
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
検
証

を
行
い
、
ま
た
、
行
政
改
革
に
よ
る
義
務
的

経
費
の
抑
制
を
進
め
る
中
で
、
地
域
経
済
の

振
興
や
福
祉
・
教
育
・
環
境
関
係
な
ど
の
生

活
基
盤
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
全

体
の
約
40
％
を
占
め
、
町
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
く
町
税
に
つ
い
て

は
、
７
億
７
千
万
円
程
を
見
込
ん

で
お
り
、
全
体
の
約
12
％
に
な
り

ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
道
路
の
整

備
な
ど
の
財
源
に
充
て
る
ほ
か
、

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
や
、
公
営
住
宅
・
学
校
施
設
・

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
関

す
る
費
用
お
よ
び
地
方
交
付
税
の

振
替
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
な

ど
、
約
８
億
７
千
６
百
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
調
整
す
る

た
め
に
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り

入
れ
る
額
は
、
７
億
３
千
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

入

歳

依存財源 金額 伸び率
地方譲与税 8,261 4.1

地方交付税 265,000 2.7

国庫支出金 50,847 10.0

県支出金 60,307 △ 8.2

その他交付金 16,183 11.6

町債 87,590 12.1

自主財源 金額 伸び率
町税 76,971 5.5

分担金および負担金 2,976 △ 28.4

使用料および手数料 8,997 △ 4.5

繰入金 72,971 △ 5.6

その他収入 15,497 △ 35.2

※単位は、金額＝万円、伸び率＝％

歳入 歳入予算の状況
【単位 = 万円、( ) は構成比％を表す】

町民１人当たりの歳出予算額

857,655円
民生費 194,697 円

公債費 112,109 円

総務費 115,488 円

衛生費 116,422 円

農林水産業費 87,515 円

教育費 99,917 円

土木費 69,516 円

消防費 36,571 円

議会費 10,283 円

商工費 15,137 円

依存財源
470,519

(71.5)

令和元年度
6 月現計予算

658,224

令和２年度
当初予算
665,600

依存財源
488,188

(73.3)

自主財源
177,412

(26.7)

自主財源
187,705

(28.5)

令和２年３月末現在

　　　　　　人口　7,751 人

農林水産業費
67,833( △ 20.6)

商工費
11,733(4.7)

土木費
53,882( △ 12.9)
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66 億 5600 万円
令和２年度一般会計予算歳出一般会計

◆総務費
公共施設管理経費 9,355 万円
電算機器などの整備費 7,144 万円
地域定住支援経費 700 万円
◆民生費
社会福祉対策 5 億 8,858 万円
老人福祉対策 1 億 4,091 万円
児童福祉対策 5 億 4,362 万円
国保特会繰出金 1 億 762 万円
介護特会繰出金 2 億 9,805 万円
◆衛生費
水道事業会計繰出金 2 億 2,376 万円
中南衛生管理組合へ 5,199 万円
予防・健康増進経費 9,455 万円
合併処理浄化槽設置補助 970 万円
後期高齢者医療特会繰出金 6,739 万円
ごみ収集経費 3,031 万円
後期高齢者広域連合へ 1 億 3,161 万円
種子島広域事務組合へ 1 億 9,244 万円
種子島産婦人科医院へ 1,826 万円
公立種子島病院組合へ 4,951 万円
◆農林水産業費
農業振興費 926 万円
園芸振興費 4,735 万円
さとうきび振興経費 4,612 万円
林業振興費 2,309 万円
水産業振興費 1,738 万円
農業基盤整備事業など 1 億 53 万円
地籍調査費 5,609 万円
◆商工費
よいらーいき祭り負担金 304 万円
種子島観光協会負担金 338 万円
サーフアイランド種子島負担金 300 万円
◆土木費
町道の維持整備 1 億 5,624 万円
河川整備 8,193 万円
公営住宅大規模改修 1 億 5,741 万円
◆消防費
水槽付消防ポンプ自動車 4,400 万円
熊毛地区消防組合へ 1 億 8,063 万円
防災行政無線管理経費 545 万円
◆教育費
学校備品購入費 1,356 万円
スクールバス運行委託 4,950 万円
小学校体育館改修 7,050 万円
種子島こりーな改修 5,720 万円
学校給食費 6,041 万円
文化財経費 1,307 万円
体育施設管理経費 3,469 万円

　

性
質
別
経
費
で
分
類
す
る
と
、

人
件
費
・
公
債
費
・
扶
助
費
の
合

計
で
あ
る
義
務
的
経
費
が
30
億
６

千
５
百
万
円
で
、
全
体
の
46
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
町
道
の
改

修
・
維
持
整
備
、農
地
基
盤
の
整
備
、 

公
営
住
宅
や
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

の
改
修
、
小
・
中
学
校
の
施
設
改

修
な
ど
に
関
す
る
費
用
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
し
尿
・

ご
み
処
理
を
行
う
中
南
衛
生
管
理

組
合
へ
の
負
担
金
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
や
、

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
な
ど

の
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

出

歳

歳出予算の目的別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

歳出予算の性質別内訳【単位 = 万円、( ) は伸び率％を表す】

議会費 7,970( △ 1.6)議会費 8,103

令和元年度
６月現計予算

658,224

令和２年度
当初予算
665,600

総務費
89,515

(5.9)
民生費

150,910
(5.7)

衛生費
90,239

(7.1)

農林水産業費
67,833( △ 20.6)

商工費
11,733(4.7)

土木費
53,882( △ 12.9)

消防費
28,346( △ 11.3)

教育費
77,446(21.6)

公債費
86,896

(4.2)

予備費 830( △ 4.6)

総務費
84,562

民生費
142,801

衛生費
84,285

農林水産業費
85,451

商工費
11,204

土木費
61,893

消防費
31,947

教育費
63,712

公債費
83,396

予備費 870

義務的経費
306,585

(9.0)

令和２年度
当初予算
665,600

投資的
経費

　  その他
の経費

263,429
( △ 5.2)

扶助費
83,793

義務的経費
281,332

投資的
経費

その他
    の経費

277,748

令和元年度
６月現計予算

658,224

扶助費
84,233(0.5)

公債費
86,896(4.2)

普通建設事業費
95,586( △ 3.6)

物件費
68,093( △ 20.7)

その他
195.336(1.8)

人件費
135,456(18.7)

人件費
114,142

公債費
83,397

普通建設事業費
99,144

物件費
85,913

その他
191,835

会計名 予算額 前年増減額
国民健康保険 123,721 636
介護保険 123,611 1,296
後期高齢者医療 14,373 △ 439

水道事業会計
歳入 28,331 193
歳出 31,802 1,112

※平成 31 年度当初予算が骨格予算とし
て編成されたため、６月（１号）補正後
の予算と比較しております。

特別会計等当初予算　　　　（単位：万円）



広報なかたね 2020. ５月号　8

　まちの話題　 まちの話題　

ピカピカの新１年生 60人が入学 !!
小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

星原小学校 2 5 5 3 2 2 19
納官小学校 1 7 1 4 2 2 17
増田小学校 3 4 8 8 10 4 37
野間小学校 45 42 55 31 45 40 258
油久小学校 2 4 4 1 6 4 21
南界小学校 5 1 4 6 5 3 24
岩岡小学校 2 2 3 0 8 5 20

計 60 65 80 53 78 60 396

中学校 １年 ２年 ３年 合計

中種子中学校 64 51 73 188

　増田小学校

　岩岡小学校

　南界小学校

　野間小学校１年１組

　野間小学校１年２組

　油久小学校
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　まちの話題　 まちの話題　

　野間幼稚園

　中央保育所
3歳児 4歳児 5歳児 合計

中央保育所 30 27 35 92

3 歳児 4歳児 5歳児 合計
野間幼稚園 27 26 28 81

土ど

橋ば
し

　
勝

ま
さ
る

氏
が
副
町
長
に
就
任

主
な
経
歴

土
橋　

勝
（
54
歳
・
千
葉
県
出
身
）

昭
和
63
年
３
月　

東
京
農
業
大
学
農
学
部
卒
業

平
成
２
年
４
月　

農
林
水
産
省
入
庁

平
成
６
年
4
月　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

平
成
９
年
４
月　

種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー

平
成
14
年
１
月　

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

平
成
16
年
４
月　

生
産
局
総
務
課

平
成
20
年
10
月　

経
営
局
経
営
政
策
課

平
成
22
年
４
月　

北
海
道
農
政
事
務
所

平
成
27
年
10
月　

大
臣
官
房
文
書
課

平
成
30
年
４
月　

生
産
局
農
政
部
園
芸
作
物
課

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
令
和
２
年
３
月
の
議
会
で

ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月
１
日
、
副

町
長
と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、

改
め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
２
年
４
月
に
農
林
水
産
省
に
入

省
し
、
以
後
、
群
馬
県
、
北
海
道
、
東

京
都
な
ど
で
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
鹿
児
島
県
は
初
め
て
の
勤
務
地
と

な
り
ま
す
。

　

中
種
子
町
は
農
業
の
町
で
あ
り
ま
す

の
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

の
振
興
を
基
軸
に
、
田
渕
川
町
長
の
も

と
、「
人
の
和
と
豊
か
な
実
り
に
新
た

な
希
望
が
持
て
る
ま
ち　

な
か
た
ね
」

を
め
ざ
し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

町
政
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
頑
張
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
よ

り
、
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
2
年
4
月
１
日
付
け
で
土
橋
勝
氏
が
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

３月 31日付退職者と４月１日付町職員の人事異動 ※（　）は異動前

◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

退職（3月 31 日付）
田中　晋二 定年退職（議会事務局長）

鎌田　貴大 依願退職（税務課主事補）

振木　賢也 依願退職（町民保健課主事補）

片平由里子 依願退職（水道課主事補）

異動（4月 1日付）

課長級

下村　茂幸 議会事務局長（企画課長）出向

德永　和久 企画課長（総務課行政係長）昇格

係長級

寺内　和子 中央保育所主幹兼事務長（教育委員会給食
センター主幹兼事務長）

野平　清吾 教育委員会給食センター主幹兼事務長（中
央保育所主幹兼事務長）出向

中村　広道 企画課主幹兼電算係長（水道課主幹兼庶務
係長）

榎元　卓郎 総務課主幹兼行政係長（議会事務局議事係
長兼監査委員室主任書記）

稲子　隆浩 議会事務局議事係長兼監査委員室主任書記
（福祉環境課主幹兼介護保険係長）出向

西田　大介 福祉環境課主幹兼介護保険係長（税務課主
幹）昇格

一氏　昭博 種子島産婦人科医院組合管理係長（農地整
備課主幹）昇格・派遣

永濵　優 水道課主幹兼庶務係長（企画課主幹兼電算
係長）

一般職

岡山　智史 教育総務課主査（税務課主査）

日髙　雅俊 建設課主査（総務課主査）

日髙　恵太 税務課主査（福祉環境課主査）

長田　太樹 鹿児島県市町村振興協会派遣（建設課主査）
派遣

峯下　俊介 総務課主査（鹿児島県後期高齢者医療広域
連合事務局派遣）派遣終了

四元　利紀 町民保健課主事補（企画課主事補）

清水　愛 総務課主事（企画課主事）

原田　拓郎 農地整備課主事（社会教育課主事）

森山　愁斗 社会教育課主事（農業委員会主事）出向

黒木　愛美 企画課主事（総務課主事）

梶原　貴史 福祉環境課主事（教育総務課主事）

木下　菜々 税務課主事補（総務課主事補）

牧瀬　卓也 社会教育課主事補（農林水産課主事補）
出向

新規採用

石堂　弘樹 企画課主事補

平山　太樹 水道課主事補

塩浦　亘輝 農林水産課主事補

岩切　康晟 町民保健課保健師

田中　晋二 総務課主査　再任用

　左から　石堂、平山、岩切、塩浦

～地域おこし協力隊２名が就任 !! ～
湯目　知

とも

史
ふみ

　平成７年１月 30 日生（25 歳）
　宮城県出身 ～ 東京 ～ 中種子町
　釣りを教えて下さい 🎣

湯目　由
ゆ

華
か

　平成６年５月 6 日生（25 歳）
　岩手県出身 ～ 東京 ～ 中種子町
　カヌーと SUP をしてみたい♥

⬇⬇「 なかたね」 の魅力を発信していきます⬇⬇
『 フォロー』 と『 いいね』 お願いします♬♪

　Twitter

＠ Tomohumi

　Instagram

＠ Yuka

　facebook

＠ Tomohumi

　facebook

＠ Yuka
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

星原校区 池之平 松下　忠男 町山崎 森　茂則 南界校区

校区長 榎本　文雄 秋佐野 竹　忍 阿　曽 宮地　明 校区長 中村　正広

牧　川 松下　孝則 戸　畑 橋口　敏成 竹屋野 鎌田　伸治 輪之尾 雨田　広之

浜津脇 德永　眞一 向井町 牧本　正文 高　峯 長田　末昭 田　島 半渡　信夫

上之城 徳永　洋一 中之町 宮脇　照雄 大牟礼 大町田　哲郎 東　目 半渡　健一

坂　元 沖田　正宏 郡　原 濵田　博文 伊　原 中村　俊広 本　村 黒木　信也

竹之川 橋野　敏成 古　房 久木原　清人 下　田 下田　誠 中　田 古市　実美

広　野 柳田　チヅ子 野間校区 満足山 宮野　正人 長　谷 中野　重義

砂　中 松　健二郎 校区長 鮫島　安平 阿　保 塙　泰則 原　尾 山浦　重夫

深久保 金城　栄祐 中　山 浦口　一二三 油久校区 熊　野 濱山　明宏

納官校区 大　平 柳野　育英 校区長 日髙　秀次郎 新　町 日髙　久代

校区長 日髙　睦男 池之向 岩　次則 広ケ野 林　隆夫 塩　屋 三國　富士男

宝　来 山下　幹忠 伏之前 元川　寿一 東之町 橋野　義之 岩岡校区

平　鍋 梶原　誠 松　原 祝　申一 女　洲 浦邊　洋幸 校区長 川下　数嘉

原之里 園中　貢 上　方 鮫島　良一 向　町 向　義己 阿高磯 髙礒　実雄

春　田 山下　修 横　町 里居　富博 西之町 羽生　彰規 屋久津 八汐　昭二

増田校区 旭　町 濱崎　秀志 美　座 羽生　秋則 梶　潟 塩浦　孝徳

校区長 牧瀬　哲郎 栄　町 永井　良巳 西之山 塩浦　昭二 衣之平 古市　三郎

二十番 久木原　益男 畠　田 東園　由美

令和２年度の校区・集落行政連絡員　※敬称略

◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

中種子町地域定住支援事業補助金のご案内
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

　指定地域において家の建築、購入、改修する場
合、その費用について補助を受けられます。ご希
望の方は、事前にご相談ください。
■指定地域
　野間校区以外
■補助の対象となる方
●満 50 歳以下の夫婦世帯 ( 婚姻予定者や子供の
いる世帯も含む )。
●保護者が満 50 歳以下の母子家庭または父子家
庭で、現に児童 ( 二十歳未満 ) を扶養している世
帯。
●指定地域に原則として 5 年以上継続して定住
し、自治会に加入予定の方など。

■補助金の対象となるもの
●住宅建築
●住宅購入
●住宅改修

（限度額 80 万円）
●子供加算
子供 1 人につき 10 万円加算。

（限度額は 30 万円）
■その他の条件
●本補助金に係る建築・改修などの工事は、元請
けが町内業者であること。
●工事および入居が 2021 年３月末までに完了す
ることなど。



広報なかたね 2020. ５月号　12

　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

中種子町定住促進住宅整備事業補助金のご案内
　　　　　　　　　Ｉ・Ｕターン者や地域後継者
　　　　　　　　に貸す目的で空き家を改修する
　　　　　　　　場合、その改修費用について最
　　　　　　　　大 30 万円の補助を受けられま
　　　　　　　　す。空き家をお持ちの方は、ぜ
　　　　　　　　ひご検討ください。
■補助の対象となる方
●この補助を受けた住宅を改修終了月から少なく
とも３カ年間は、Ｉ・Ｕターン者などのために確
保することを確約すること。
●入居予定者が所有者などと２親等以内の血族・
姻族でないこと。
●本町の実施する住宅改良にかかる補助金制度の
補助金交付を受けていないこと。（一部例外あり）

●貸家業を営む方でないこと。ただし、所有者な
ど・借主 ( 個人・法人など ) については、この限
りではない。
●対象となる改修費用が 10 万円以上であること
など。

【対象となる改修費用】
　町内建築業者などによる、家屋本体・畳・電気・
水道・トイレ・ガス・風呂・流し台などの改修に
かかった費用が対象です。ただし、電気・ガスに
ついては器具類は補助対象となりません。

【補助金の額】
　対象費用の 3 分の 2 で、30 万円を限度としま
す。（1,000 円未満の額は切り捨て）
■申請期限　　　令和２年 12 月 28 日（月）
■工事完了期限　令和３年 2 月 26 日（金）

中種子町定住促進住宅整備事業補助金のご案内
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

空き家バンク制度のご案内　空き家を貸したい・売りたい方募集
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

　町内にある空き家を有効活用して町への移住・定住の促進と地域活性化を図る仕組みです。空き家の
所有者などに空き家物件を登録していただき、利用希望者へ紹介する制度です。

　物件の登録を希望される方には申請書を送付しますので、上記へご連絡ください。

空
き
家
所
有
者

空
き
家
バ
ン
ク
登
録

空
き
家
利
用
希
望
者

登録　　

（変更 / 抹消）　　

　　利用申請

　　（変更 / 抹消）

　　・物件の確認　　　　　　

　　・利用希望者への情報提供

空き家と所有者への　　

情報提供　　

○
売
り
た
い

○
貸
し
た
い

当事者間で　　交渉・契約
○
買
い
た
い

○
借
り
た
い

⇨
⇦

⇦
⇨

⇦ ⇨

　　　　　　　　　Ｉ・Ｕターン者や地域後継者
　　　　　　　　に貸す目的で空き家を改修する
　　　　　　　　場合、その改修費用について最
　　　　　　　　大 30 万円の補助を受けられま
　　　　　　　　す。空き家をお持ちの方は、ぜ
　　　　　　　　ひご検討ください。
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

マイナンバーカード申請・交付の開庁時間のお知らせ！！
◎お問い合わせ先　役場町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 212

　令和２年４月より平日の業務時間以外にマイナ
ンバーに関する業務のみ窓口を開庁します。
≪開庁日≫
　毎週火・木曜日午後７時まで。
　毎月第 2・4 日曜日午前８時 30 分から正午まで。
※都合により実施しない場合があります。
※５日（火）は祝日のため閉庁です。

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

かごしまの農林水産物認証制度（Ｋ -ＧＡＰ）について
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 253

　安心・安全な農林水産物を生産する取り組みを
消費者に正確に伝え、鹿児島県産農林水産物に対
する消費者の信頼を確保するため、安心と安全に
関する一定の基準に基づき審査・認証する鹿児島
県独自の認証制度です。

　この制度は、県内で生産される農林水産物を対
象としていますので、生産者の方で本制度に取り
組みたい方がいらっしゃいましたら、農林水産課
農政係までお問い合わせください。

　

こ
の
た
び
４
月
30
日
付
け
で
、
３
年
の

任
期
が
終
了
し
ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
し

て
謝
意
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
２
０
１
６
年
の
秋
に

種
子
島
の
南
種
子
町
と
中
種
子
町
で
の
協

力
隊
の
募
集
を
知
り
、
特
に
年
齢
制
限
の

な
か
っ
た
中
種
子
町
に
応
募
し
、
２
０
１

７
年
5
月
に
映
像
で
の
情
報
発
信
担
当
と

し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
お

よ
そ
30
年
勤
め
た
大
阪
の
テ
レ
ビ
番
組
制

作
会
社
を
３
月
い
っ
ぱ
い
で
退
社
し
て
大

阪
か
ら
車
で
下
道
だ
け
を
使
っ
て
移
動
し

ま
し
た
。

　

種
子
島
で
は
い
ろ
い
ろ
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
種
子
島
の
地
形
は
粘
土
の
塊
を

握
っ
た
よ
う
な
、
ま
た
密
教
の
法
具
、
五

鈷
杵
に
似
て
い
る
こ
と（
そ
の
形
態
か
ら
、

鹿
児
島
放
送
の
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
て

受
賞
し
た
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
」
の
発
想
が
生

ま
れ
ま
し
た
）
こ
の
五
鈷
杵
の
握
る
所
、

い
わ
ゆ
る
中
種
子
町
の
部
分
に
は
大
日
如

来
の
ご
加
持
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

大
阪
で
は
希
な
法
華
宗
（
私
の
実
家
も

法
華
宗
）
の
信
仰
が
今
は
島
の
ほ
と
ん
ど

の
家
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
。
ま
た
神
社

が
多
く
、
神
話
の
世
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
級

の
神
様
た
ち
が
祀
ら
れ
て
い
る
神
々
の
島

で
あ
る
こ
と
（
こ
の
神
々
が
種
子
島
か
ら

日
本
を
創
造
し
た
と
、
わ
た
し
は
疑
わ
な

い
）

　

さ
ら
に
３
万
5
千
年
前
の
世
界
で
も
珍

し
い
集
落
跡
、
立
切
遺
跡
が
さ
と
う
き
び

の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
2
千

年
前
の
種
子
島
の
弥
生
人
は
文
字
や
装
飾

品
の
使
用
、
共
同
埋
葬
、
稲
作
、
製
塩
な

ど
を
始
め
た
こ
と
。
松
寿
院
さ
ん
が
種
子

島
家
の
船
印
「
日
の
丸
」
を
島
津
家
に
献

上
し
て
、
こ
れ
が
後
に
国
旗
と
な
っ
て
い

る
こ
と
。

　

こ
れ
は
恐
ろ
し
い
島
だ
、
種
子
島
は
日

本
の
始
ま
り
の
島
で
は
、
と
当
時
感
じ
、

今
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
任
期
中
は
微
力
で
し
た
が

映
像
で
の
情
報
発
信
を
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
自
分
が
定
住
出
来
る
よ
う

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
連
続
の
試
行
錯
誤

の
毎
日
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
立

場
の
状
態
で
す
が
、
し
か
し
、
全
島
の
拠

点
と
な
る
大
日
如
来
の
ご
加
持
に
守
ら
れ

た
中
種
子
町
に
て
、
神
々
や
先
達
が
創
り

上
げ
た
「
は
じ
ま
り
の
島
・
種
子
島
」
と

い
う
土
地
は
私
に
い
つ
か
パ
ワ
ー
を
与
え

て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
勝
手
に
決
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
「
映
像
」
と
「
農
業
」
を
融
合

さ
せ
た
新
し
い
何
か
を
創
造
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
世
界
を
救
う

の
は
「
農
業
」
と
Ａ
Ｉ
が
回
答
、
そ
の
う

ち
都
会
か
ら
こ
ぞ
っ
て
人
々
が
種
子
島
に

や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

人
生
の
転
機
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
3
年

間
、
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
村
）

地域おこし協力隊通信（№ 40） 中種子町の３年間
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

令和２年春の農作業事故ゼロ運動
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 226

　農繁期の農作業事故の未然防止を目的として、
農繁期の４月から６月を「春の農作業事故ゼロ運
動」の実施期間と定め、広く県民へ農作業事故の
防止と安全対策の周知を図ります。
令和２年春の農作業事故ゼロ運動スローガン
　見直そう！農業機械作業の安全対策
　　～今日も無事故で家族が待つゴールへ～
■期間　４月１日（水）
　　　　　～６月 30 日（火）

①トラクターに安全フレームを装着し、運転時に
はシートベルト、ヘルメットを着用しよう。
②トラクターに作業機を装着して公道を走行する
際は、灯火器を設置して、安全運転を心がけよう。
③トラクターが走行するために十分な道幅を確保
しよう。
④機械の詰まりを取り除く際は、機械の動作が静
止してから取り除こう。
⑤農業機械の定期的な点検・整備を行い、整備不
良による事故を防ごう。

【令和２年さとうきび夏・秋植えへの助成について】
　国の補正予算で実施される「さとうきび生産性
向上緊急支援事業」により、令和２年度に植えつ
ける夏植えおよび秋植えへの各種助成を実施しま
す。助成メニューについては、決定後に各農家に
お知らせします。
　是非、この機会にさとうきび栽培の面積拡大と
生産力回復を目指しましょう。
※予算の範囲内での実施になりますので、実施さ
れないメニューもあります。

■助成が予想されるメニュー
●土づくり

（堆肥散布作業・深耕作業・土壌改良資材散布作業）
●メイチュウ類対策（農薬剤助成）
●発芽促進・茎数確保対策

（マルチ資材購入費助成）
●農作業の受委託の推進

（植付〔全茎式プランター〕作業料助成）

さとうきび栽培農家の皆様へ
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 252

■地籍調査とは？
　一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、
境界の位置と面積を測量する調査です。
■令和２年度地籍調査実施予定区域
　大字増田の一部を予定しています。

（国補助事業のため、事業費により変動がありま
す。）
大字 増田

字 深迫 ( ふかさこ )・磯石林 ( いそいしばやし )

■土地所有者へのお願い
①一筆地調査には必ず立ち会ってください。日程
などは事前に通知します。
②土地の境界については、隣接者とよく相談して
伐採などを行っていてください。
③測量が出来るように、隣接者と協力して境界を
1.5 ｍの幅で伐採してください。
④売買などで登記の済んでい
ないものは、早めに済ませて
ください。

地籍調査はあなたの財産を守ります
◎お問い合わせ先　役場農地整備課地籍調査係㉗ 1111 内線 265・290
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

☆中種子分遣所に『ドローン隊』発足！
　中種子分遣所では、災害現場で活用する「無人
航空機（ドローン）運用隊」を４月に発足しまし
た。災害現場を上空から情報収集することで、迅
速な消防活動に活用します。
【目的および効果】
☆迅速な災害状況の把握
　災害発生後の被害状況を映像で撮影し、災害対
策本部に映像を提供、迅速な状況判断と効果的な
災害対応を可能にします。
☆安全管理の向上
　災害現場など、人の立入りが困難な場所での撮
影が可能となり、現場活動に役立て活動する隊員
の二次被害を防ぐことを可能にします。

◆そもそも≪ドローン≫って何ですか？
　ドローン（drone）･･･ 無人航空機のこと。
　英語でオスのミツバチが飛行するときの音に似
ていることから名付けられました。

【無人航空機】　農薬散布用ヘリコプター・ラジコ
ン・マルチコプターなど・・・

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所㉗ 0119

　全国戦没者追悼式への参列を希望される遺族の
方を募集します。
■期日　８月 15 日（土）
※前日からの団体行動になります。
■場所　日本武道館（東京都千代田区）
■申込期間　５月７日（木）～５月 29 日（金）
■募集人員　鹿児島県内から 70 人
※申込み多数の場合は、選考を行います。
■申込先　福祉環境課　福祉係

■対象者　戦没者の配偶者および三親等内の遺
族、一般戦災死没者（空襲により亡くなった方な
ど）の配偶者および三親等内の遺族
※鹿児島県内に住民登録をしている遺族に限りま
す。
※過去に参列したことがない方を優先します。
※「次世代への継承」という観点から「18 歳未
満の遺族」についても募集します。

「令和２年全国戦没者追悼式」参列遺族の募集
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 200
　　　　　　　　　県庁社会福祉課調査援護係099-286-2830

税の納期限について（お知らせ）
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236

　５月は下表の税の納期限となっています。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金が発生する場合がありますので、期限内の納付をお願い
します。すでに納期限を過ぎた分についても、早めの納付をお願いします。

期別 納期限

国民健康保険税 １期 ６月１日（月）

　操縦訓練
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

使用料金改定のお知らせ
◎お問い合わせ先　公共施設管理公社㉗ 3800

　令和２年度から、ふれあいの里および流水プールの使用料金が下記の金額になりました。皆様のご理解、
ご協力をお願いいたします。

施設名
使用料

備考
単位 金額

宿
泊
施
設

ロ
ッ
ジ
Ⅰ
型

基本料金
8,000 円

（7,000 円）
１泊料金

（連泊２日目以降）
宿泊料金 1,000 円 １人あたり
宿泊は最大８人まで。
昼間使用 3,000 円 午前 10 時～午後３時

ロ
ッ
ジ
Ⅱ
型

基本料金
10,000 円

（9,000 円）
１泊料金

（連泊２日目以降）
宿泊料金 1,000 円 １人あたり
宿泊は最大 10 人まで。
昼間使用 4,000 円 午前 10 時～午後３時

ふれあい農園 １区画あたり 1,500 円 １区画（10㎡）/ １年

黒糖づくり伝承館
（12 月～３月中旬）

１工程あたり 10,000 円
要予約　１日２工程まで
※原料を購入する場合

（１工程分 10,000 円が加算）
黒糖づくり伝承館

休憩所
昼間使用 1,000 円 個人・団体で全体を占有する場

合に限る。夜間使用 2,000 円

ふれあいの里
半日利用 1,000 円 個人・団体で全体を占有する場合

に限る。１日利用 2,000 円

施　設　使　用　料
○ふれあいの里

区分 料金
小学生未満 200 円
小・中学生 300 円
高校生 400 円
大人（上記以外） 500 円

※入水しない小学生未満は無料

○流水プール

町営住宅入居者の募集
◎お問い合わせ先　役場建設課管理係㉗ 1111 内線 244

　町営住宅の申し込みを随時承っております。
※申込み順で入居案内します。
■申し込みおよびお問い合わせ先
　中種子町役場建設課管理係
　中種子町野間 5186 番地　㉗ 1111 内線 244

※来庁できない場合には、郵送での申込みも可能
です。
　詳細は、町 HP でもお知らせしています。
URL：https://town.nakatane.kagoshima.jp/
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

　本町では、河川・海の水質保全のため、住宅に
合併処理浄化槽を設置する方に補助金を交付し、
合併処理浄化槽の設置の推進をしております。
　また、単独処理浄化槽を撤去し合併処理浄化槽
を設置する方には、通常の設置補助金に９万円を
上乗せして補助します。

■補助対象
　専用住宅または建物の延べ面積の２分１以上を
住居の用に供する住宅に合併処理浄化槽を設置す
る方。
■補助金交付申請
　補助金を受ける場合には、工事に着手する前に
申請書を提出してください。工事に着手している
場合や工事完了後の場合には、補助金は受けられ
ません。

合併処理浄化槽設置補助金について
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

■合併処理浄化槽設置に対する補助金の金額

区分 新築の住宅に合併処理浄化槽設置
した場合

くみとり・単独処理浄化槽から合
併浄化槽へ設置替えをした場合

単独処理浄化槽を撤去し合併処理
浄化槽を設置した場合

５人槽 249,000 円　 332,000 円　 422,000 円　

７人槽 311,000 円　 414,000 円　 504,000 円　

10 人槽 411,000 円　 548,000 円　 638,000 円　

町内一斉海岸清掃ボランティア活動（予定）のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

　中種子町では、「海の日」の活動として、平成
13 年度から町民総ぐるみで海岸清掃活動を行っ
ています。大雨や台風による河川の増水や大陸か
らの漂流物などによってゴミがなくなることはあ
りません。あなたのボランティアで、きれいな海
岸を蘇らせてください。
　町民の皆様のご参加をよろしくお願いします。

■実施日（予定）
　５月 31 日（日）　午前６時～午前８時
※場所などについては行政連絡員を通じてチラシ
を配布いたしますのでご確認ください。
※コロナウイルス感染症の発生状況により、日程
が変更・中止になる場合があります。

令和２年度狂犬病予防接種（予定）のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

　犬を飼うときは、狂犬病予防法により一生に
１回の犬の登録と生後 91 日以上の犬には、毎
年１回の狂犬病予防注射を受けなければなりま
せん。狂犬病は現在のところ一度発症すると
治療法はほとんどありません。そのため予防
が極めて重要になってきます。飼い主の義務
として必ず狂犬病予防接種を受けてください。
　対象の飼い主の皆様へ通知書を送付いたします
ので、必ず接種してください。日程が合わず接種

できない場合は、動物病院でも接種することはで
きます。
■実施日　６月以降に実施予定
■接種料金　3,400 円
■登録料　3,000 円（新規登録の犬のみ）
※詳しい時間・場所などについては送付される通
知書でご確認ください。
※コロナウイルス感染症の発生状況により、日程
が変更になる場合があります。

■合併処理浄化槽設置に対する補助金の金額
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

令和２年度集団健診（特定・長寿・若年・がん検診など）の延期
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係・高齢者医療係㉗ 1111 内線 220・289

5 月 29 日（金）から 6 月 7 日（日）まで実施
予定の集団健診は、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響を考慮し、実施日を延期することといた
しました。

　なお、今後の実施日につきましては、状況など
により決定いたしますので、改めてご案内させて
いただきます。
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　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　

■令和元年度スポーツ合宿状況（熊毛地区外）

競技名 団体名 都道府県 人数 期間 日数 延人員選手など 指導者 計
バレーボール 錦江湾中学校バレー部 鹿児島県 6 3 9 4/27 ～ 4/28 2 18
陸上 国分中央高校陸上部 鹿児島県 27 3 30 4/29 ～ 5/1 3 90
バレーボール 根占中学校バレー部 鹿児島県 7 1 8 5/1 ～ 5/4 4 32
柔道 川辺中学校柔道部 鹿児島県 12 1 13 5/2 ～ 5/3 2 26
柔道 志布志中学校柔道部 鹿児島県 7 1 8 5/2 ～ 5/4 3 24
柔道 志布志柔道スポーツ少年団 鹿児島県 17 3 20 5/2 ～ 5/4 3 60
柔道 川内中央中学校柔道部 鹿児島県 11 1 12 5/2 ～ 5/5 4 48
柔道 舞鶴中学校柔道部 鹿児島県 5 1 6 5/2 ～ 5/5 4 24
柔道 吹上高校柔道部 鹿児島県 5 1 6 5/2 ～ 5/5 4 24
剣道 伊敷中学校剣道部 鹿児島県 7 2 9 7/14 ～ 7/15 2 18
硬式野球 鹿児島商業高校野球部 鹿児島県 44 5 49 7/29 ～ 8/1 4 196
剣道 鹿町工業高校剣道部 長崎県 12 2 14 7/31 ～ 8/3 4 56
柔道 鹿町工業高校柔道部 長崎県 6 1 7 7/31 ～ 8/3 4 28
サッカー 国分高校サッカー部 鹿児島県 50 2 52 8/1 ～ 8/4 4 208
バレーボール 鹿児島実業高校バレー部 鹿児島県 35 3 38 8/2 ～ 8/5 4 152
サッカー 九州学院サッカー部 熊本県 29 3 32 8/3 ～ 8/5 6 96
バレーボール 国分高校バレー部 鹿児島県 18 1 19 8/4 ～ 8/7 4 76
バレーボール 玉龍高校バレー部 鹿児島県 12 2 14 8/4 ～ 8/7 4 56
硬式野球 錦江湾高校野球部 鹿児島県 29 1 30 8/5 ～ 8/8 4 120
サッカー れいめい中学校サッカー部 鹿児島県 27 2 29 8/7 ～ 8/9 3 87
バスケット 武岡台高校バスケ部 鹿児島県 21 2 23 8/7 ～ 8/9 3 69
バスケット 川辺高校バスケ部 鹿児島県 10 1 11 8/7 ～ 8/9 3 33
サッカー アムソウルＦＣ 熊本県 19 2 21 8/9 ～ 8/12 4 84
ソフトテニス 鹿児島南高校ソフトテニス部 鹿児島県 11 2 13 8/11 ～ 8/16 6 78
サッカー 鹿児島城西高校サッカー部 鹿児島県 76 6 82 8/11 ～ 8/16 12 492
陸上 鹿児島城西高校陸上部 鹿児島県 24 2 26 8/11 ～ 8/16 12 156
サッカー 樟南高校サッカー部 鹿児島県 44 3 47 8/16 ～ 8/19 4 188
剣道 鹿児島実業高校剣道部 鹿児島県 15 2 17 8/17 ～ 8/21 5 85
剣道 大阪明星学園高校剣道部 大阪府 10 1 11 8/17 ～ 8/21 5 55
柔道 白光中学校柔道部 福岡県 25 5 30 8/18 ～ 8/20 3 90
サッカー バレイアＳＣ 熊本県 23 1 24 8/19 ～ 8/23 5 120
軟式野球 和田中学校軟式野球部 鹿児島県 17 2 19 8/21 ～ 8/24 4 76
軟式野球 伊敷台中学校野球部 鹿児島県 14 1 15 8/21 ～ 8/24 4 60
柔道 吹上高校柔道部 鹿児島県 5 １ 6 8/21 ～ 8/24 ４ 24
柔道 日大一高柔道部 東京都 19 2 21 8/22 ～ 8/26 ５ 105
柔道 鹿児島実業高校柔道部 鹿児島県 14 1 15 8/22 ～ 8/25 4 60
柔道 専修大学玉名高校柔道部 熊本県 18 2 20 8/22 ～ 8/25 4 80
柔道 鹿児島水産高校柔道部 鹿児島県 5 1 6 8/22 ～ 8/25 4 24
バレーボール 坂元台バレースポーツ少年団 鹿児島県 13 4 17 12/27 ～ 12/28 2 34
バレーボール 花野バレースポーツ少年団 鹿児島県 7 3 10 12/27 ～ 12/28 2 20

陸上 ホクレン女子陸上競技部 北海道 3 2 5 1/7 ～ 1/12 6 30
9 3 12 2/17 ～ 2/23 7 84

計 768 88 856 180 3,486

■令和元年度スポーツ合宿状況（熊毛地区）　　　　　◎お問い合わせ先　種子島中央体育館㉔ 2226

競技名 団体名 市町 人数 期間 日数 延人員選手など 指導者 計
バレーボール 中種子中学校バレー部 中種子町 19 1 20 4/27 ～ 4/29 3 60
柔道 中種子中学校柔道部 中種子町 7 1 8 5/2 ～ 5/5 4 32
硬式野球 屋久島高校野球部 屋久島町 16 2 18 6/29 ～ 6/30 2 36
バレーボール 種子島中央高校バレー部 熊毛地区 19 1 20 8/5 ～ 8/7 3 60
駅伝 熊毛地区女子駅伝 熊毛地区 8 3 11 12/21 ～ 12/22 2 22
駅伝 熊毛地区女子駅伝 熊毛地区 9 3 12 1/11 ～ 1/12 2 24
サッカー 中種子ＪＦＣ 中種子町 13 3 16 1/18 ～ 1/19 2 32

計 91 14 105 18 266
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石油組合中種子支部より
　　　　　　　　日曜日当番のお知らせ

組合加盟店 ５月 ６月

（有）和人組

中央給油センター

10 日 7 日

24 日 21 日

種子島石油（株）

中種子中央給油所

3 日 14 日
17 日

28 日31 日
◎お問い合わせ先

（有）和人組中央給油センター㉔ 2255
種子島石油（株）中種子中央給油所㉗ 0205

九州電力送配電株式会社から
　　　　　　　　感電事故防止のお願い
　当社では、毎年３月～５月にかけて、感電事
故防止のための活動を推進しております。
　つきましては、電線付近での鯉のぼりの掲揚
や魚釣りは絶対に行わないようお願いします。
　なお、万一鯉のぼりや釣り糸が電線にかかっ
た場合は、自分で取ろうとせず、お近くの九州
電力送配電 ( 株 ) までご連絡いただきますよう
お願いします。
◎お問い合わせ先
九州電力送配電 ( 株 ) 熊毛配電事業所
0120-986-807（無料電話）

令和２年度職業訓練指導員
　　　　　（48 時間）講習実施のご案内
　この講習は、職業訓練指導員として必要な能
力を付与するため、厚生労働大臣の指定する講
習実施要領により実施するものです。

■期日　
　７月 28 日（火）～ 30 日（木）、
　８月４日（火）～６日（木）計６日間
■場所　
　鹿児島高等技術専門校
■受付期間
　５月 18 日（月）～ 29 日（金）必着
　（土・日は除く）
■定員　30 名（定員になり次第締め切ります。）
■受講料　15,600 円（テキスト代込）
※詳しくは鹿児島県職業能力開発協会のホーム
ページ（http://syokunou.or.jp/）をご覧下さい。

「公共職業訓練」を開催いたします！
　パソコン基礎の公共職業訓練を下記の日程に
より開催いたします。
　雇用保険の受給資格者または雇用保険の受給
資格がない方でハローワークに求職申込みをし
ている離職者の方が対象となります。
■訓練科名　パソコン・基礎科 M ③
■募集人数　16 名
■募集期間　４月１日（水）～５月 18 日（月）
■訓練期間　６月 11 日（木）～９月 10 日（木）
■選考日　５月 28 日（木）午前９時 30 分
■選考・訓練場所
　特定非営利法人コスモ学院
　〒 891-3101 西之表市西之表 9786 番地
◎お問い合わせ先
宮之城高等技術専門校0996-53-0207
ハローワーク熊毛0997-22-1318　
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宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）
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保健センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1133

大麻やケシを見つけたらご連絡ください
　大麻やケシは法律により栽培が規制されている
植物です。ポピーなどと間違えて植えてしまった
り、繁殖力が強く自然に生えたりしていることが
あります。もし大麻やケシかもしれない植物を見
つけたら、抜かずに保健所までご連絡ください。
■大麻の特徴
[ 葉 ] ３～９枚の小葉が集まって手のひらのよう
な形　[ 茎 ] 太くまっすぐに立ち大きいものは３
ｍほど　[ 花 ] 夏に咲き雌花は樹液でネバつく
■ケシ ( ソムニフェルム種 ) の特徴
[ 花 ] ４～６月に咲き色は赤・桃・紫・白など　
[ 果実 ] 球形で上部が平たい皿のような形　[ 草丈 ]
開花期には１ｍ程
※オニゲシ・ヒナゲシは栽培してもよいケシです。

■お問い合わせ先
西之表保健所　衛生・環境係
㉒ 0032

　　　  大麻の葉　　　　　  ケシの花と果実

　
　

　
　
　
　
　
　

５
月
５
日
の
こ

　
　
　
　
　

ど
も
の
日
は
、
こ

　
　
　
　
　

ど
も
の
人
格
を
重

　
　
　
　
　

ん
じ
、
こ
ど
も
の

　
　
　
　
　

幸
福
を
は
か
る
と

と
も
に
母
に
感
謝
す
る
日
と
さ

れ
て
お
り
、
か
し
わ
餅
や
ち
ま

き
を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま

す
。

　

柏
の
葉
は
新
芽
が
出
る
ま
で

古
い
葉
が
落
ち
な
い
た
め
、
家

系
が
途
絶
え
な
い
と
い
う
子
孫

繁
栄
の
意
味
が
あ
り
、
ち
ま
き

は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
邪
気
を

は
ら
う
と
さ
れ
る
食
べ
物
で
、

現
在
は
ダ
チ
ク
の
葉
で
包
ん
で

い
ま
す
が
、
昔
は
茅(

ち
が
や)

の
葉
で
包
ん
で
い
た
た
め
に
ち

ま
き
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
か
し
わ
餅
や
ち
ま
き

は
こ
れ
ら
の
縁
起
を
担
い
で
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ち
ま
き
の
種
類
の

１
つ
で
あ
る
角
巻
き
の
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
。

︿
作
り
方
﹀

①
み
ち
し
ば
は
、
30
分
ほ
ど
水

に
つ
け
て
や
わ
ら
か
く
し
て
お

く
。

②
餅
米
を
き
れ
い
に
と
い
で
一

晩
浸
水
し
、
ソ
ー
ダ
を
加
え
て

軽
く
混
ぜ
て
か
ら
30
分
お
き
、

水
気
を
き
っ
て
お
く
。

③
ダ
チ
ク
の
葉
は
葉
の
つ
け
根

を
２
㎝
位
残
し
て
（
角
に
み
た

て
る
）、
ダ
チ
ク
の
茎
を
回
し

な
が
ら
切
り
取
る
。

④
右
手
に
角
（
葉
の
つ
け
根

側
）
を
持
ち
、
２
枚
の
葉
を
ず

ら
し
て
重
ね
合
わ
せ
、
角
が
外

に
な
る
よ
う
に
し
て
円
す
い
形

を
作
り
、
そ
の
中
に
②
の
餅
米

を
カ
ッ
プ
１
／
３
入
れ
、
中
の

餅
米
が
隠
れ
る
よ
う
に
包
み
込

む
。

⑤
包
み
込
ん
だ
ら
、
み
ち
し
ば

で
角
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
し
め
て
結
ぶ
。

⑥
⑤
を
鍋
に
入
れ
、
か
ぶ
る
く

ら
い
の
水
を
加
え
５
時
間
く
ら

い
煮
る
。
途
中
、
水
が
減
っ
た

ら
足
し
水
を
す
る
。（
圧
力
鍋

を
使
う
場
合
は
45
分
加
圧
す

る
）

【
種
子
島
郷
土
料
理
集

　
　

う
ん
ま
か
え
レ
シ
ピ
参
照
】

食生活改善推進員コーナー

現代風角巻き（４人分）

餅米 3 カップ みちしば（乾燥） 9 本

ソーダ 9g 砂糖
　（食べるとき） 適量

ダチクの葉 18 枚

１個分（エネルギー 401kcal、たんぱく質 6.9g、脂質 1.0g）

　
　
　
　
　
　

５
月
５
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ど
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の
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は
、
こ
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も
の
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格
を
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、
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幸
福
を
は
か
る
と

女性がん検診節目無料クーポン券について
　今年度、子宮頸がん検診において 21 歳に達す
る方、乳がん検診において 41 歳に達する方は、
それぞれの検診を無料で受けることができます。
　実施期間や受診可能な医療機関など、詳細につ
いては対象の方に個別でお知らせいたします。

　子宮頸がんは 20 代～ 30 代、乳がんは 40 代
～ 50 代の方が最も罹患者数が多くなっています
ので、ぜひこの機会に検診の受診をお願いいたし
ます。
【無料クーポン券対象者】

検診種目 対象年月日
子宮頸がん検診 平成 11 年４月２日～平成 12 年４月１日
乳がん検診 昭和 54 年４月２日～昭和 55 年４月１日
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公立病院だより 公立種子島病院　診療放射線技師　石元　時弘　㉖ 1230

　

病
院
な
ど
で
、
Ｘ
線
検
査
・
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
る
時
に
、「
造
影

剤
を
使
っ
て
検
査
を
し
ま
す
」
と
、

担
当
の
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と

や
、
実
際
に
使
っ
て
検
査
を
受
け

ら
れ
た
方
が
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
造
影
剤
に
つ
い

て
、
少
し
説
明
し
ま
す
。

　

造
影
剤
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
写

る
薬
で
す
。
こ
の
薬
を
使
っ
て
、

普
通
の
写
真
で
は
み
る
こ
と
の
で

き
な
い
臓
器
や
、
部
位
を
見
え
る

よ
う
に
す
る
、
あ
る
い
は
、
正
常

組
織
と
病
変
組
織
を
区
別
す
る
た

め
、
各
々
の
臓
器
の
区
別
を
つ
け

や
す
く
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る

薬
剤
で
す
。

　

造
影
剤
は
大
き
く
、
陰
性
造
影

剤
と
陽
性
造
影
剤
に
区
別
さ
れ
ま

す
。
陰
性
造
影
剤
は
、
空
気
や
炭

酸
ガ
ス
で
す
。
陽
性
造
影
剤
は
、

食
道
・
胃
、
大
腸
な
ど
消
化
管
を

観
察
す
る
バ
リ
ウ
ム
な
ど
や
、
Ｃ

Ｔ
や
血
管
造
影
、
泌
尿
器
科
系
の

検
査
、
整
形
外
科
系
で
使
用
さ
れ

る
ヨ
ー
ド
系
造
影
剤
で
す
。
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
で
は
ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
造
影

剤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
検
査
の
種

類
に
応
じ
た
造
影
剤
が
使
用
さ
れ

ま
す
。
検
査
後
は
、
体
外
に
尿
、

便
と
し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。
バ
リ

ウ
ム
を
飲
ん
だ
時
に
は
、
下
剤
を

飲
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

造
影
剤
の
安
全
性
は
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
副
作
用
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー

ド
系
の
造
影
剤
で
軽
い
副
作
用
と

し
て
、
吐
き
気
・
動
機
・
か
ゆ
み
・

発
疹
な
ど
が
あ
り
、
自
然
に
軽
快

し
て
い
き
ま
す
が
、
症
状
の
程
度

に
よ
り
、
薬
に
よ
る
治
療
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
重
い
副
作
用

と
し
て
は
、
呼
吸
困
難
・
意
識
障

害
な
ど
六
千
人
に
一
人
（
文
献
に

よ
っ
て
は
、
千
人
に
一
人
）
起
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

検
査
前
に
問
診
で
、
過
去
に
造
影

剤
を
使
用
し
た
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
気
分
が
悪

く
な
っ
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
、

既
往
歴
、
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど
聞

い
て
判
断
し
、
造
影
剤
を
使
う
意

義
、
副
作
用
な
ど
を
説
明
し
、
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
注
意
し
て
検

査
を
行
い
ま
す
。
造
影
剤
使
用
の

検
査
に
関
し
て
、
疑
問
な
ど
あ
れ

ば
、
説
明
の
際
に
担
当
医
・
看
護

師
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

造影剤について

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

◆国内において、新型コロナウイルス感染症が流
行しています。
　地域での活動や行事が中止となることで外出の
機会が減ったり、感染を恐れるあまり外出を控え
すぎて起こる「体の衰え（生活不活発）」を予防
するために、自宅でもできる運動を行いましょう。
○座っている時間を減らしましょう！
　テレビを見ながら、足踏みをするなど身体を動
かしましょう。

○筋肉を維持しましょう！
　ラジオ体操のような自宅でできる運動も筋肉の
衰え予防に役立ちます。スクワットなど足腰の筋
肉を強める運動も効果的です。
○日の当たるところで散歩などの運動を心がけま
しょう！
　人混みを避け、屋外など開放された場所で散歩
やウォーキングを行いましょう。

「新型コロナウイルス感染症」高齢者として気をつけたいポイント①

➡
　　　　　●１日中テレビを見ている

　　　　　●食事を抜く

　　　　　●誰かと会うことが減る

この状態が
続くと・・

●２週間の寝たきりにより失う筋肉量は７年間に

失われる量に匹敵すると言われています。

！
体の衰えに
注意



広報なかたね 2020. ５月号　24

ＮＨＫ鹿児島放送局からのお知らせ
2020 年４月 13 日に種子島ＦＭ補完中継局が

開局しました。
　ＮＨＫラジオ第一がＦＭでもお聞きいただけ
ます。ＦＭ放送が受信できるラジオでお楽しみ
ください。
■周波数　79.3 ＭＨｚ（ＦＭ）
※山陰など、場所によっては聞こえにくい場合
もあります。

【受信方法に関するお問い合わせ】
ＮＨＫふれあいセンター

（受信相談コールセンター） 0570-00-3434
■受付時間　午前９時～午後８時

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,751 人 (-161) 出生 4 人

男　性 3,664 人 ( -79) 死亡 12 人

女　性 4,087 人 ( -82) 転入 36 人

世帯数 4,163 戸 ( -50) 転出 189 人

※（　）は前月との比較（３月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　３月中

火　事 1 件 うち建物 0 件

救　急 28 件 うち急病 23 件

交通事故

交通事故 町内 島内

発生件数 0 件 (     -1) 1 件 (  -3)

死 者 数 0 件 (       0) 0 件 (     -0)

負傷者数 0 件 (     -1) 1 件 (  -5)

※令和元年３月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
令和２年３月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
名前 集落

  3/  9
八嶋　真 上　方

石堂　美和 上　方

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

  2/21 里園　琉
る

生
い

清正・美沙紀 東之町

  2/29 豊　皇
こう

也
や

政博・香代子 伏之前

  3/20 立石　魁
かい

健太・咲良 伏之前

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

  3/  1 梶原　正 平　鍋 87 歳

  3/11 黒田　イツ子 二十番 81 歳

  3/14 橋野　勝郎 伏之前 79 歳

  3/18 德永　義政 上之城 89 歳

  3/18 田平　辰夫 つまべに苑 63 歳

  3/20 竹口　喬太郎 町山崎 73 歳

  3/21 中村　リツコ 平　鍋 93 歳

  3/23 川畑　清武 二十番 86 歳

  3/23 永田　一昭 西之町 69 歳

  3/25 日髙　イツコ 町山崎 83 歳

  3/30 園田　敏興 本　村 89 歳

  3/30 小牧　清弘 東　目 80 歳

●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
梶原　律子（平　鍋）　　　中村　富生（平　鍋）
四元　鋭男（旭　町）　　　小牧　洋子（東　目）
德永　政憲（上之城）　　　日髙　尚登（町山崎）
橋野奈々子（伏之前）　　　牧口　昤子（原之里）
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「なかたねお知らせ版」　５月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー
※保健センターで実施

日 行　事

7（木）ぽかぽか教室 13:00~

8（金）・乳幼児健診
・母子手帳交付 13:00~

15（金）乳幼児健診

21（木）乳幼児健診

22（金）母子手帳交付 13:00~

※新型コロナウイルス対策のため予定が変更にな
る場合があります。

乳幼児健診
※保健センターで実施
受付時間 対象者 対象月齢

8 日（金）
9:00~ 9:15 ３ ～ ５ ヶ 月 児 R 2 . 1 . 1 ～ R 2 . 1 . 3 1

8 日（金）
9:15~ 9:30 ６ ～ ８ ヶ 月 児 R 1 . 1 0 . 1 ～ R 1 . 1 0 . 3 1

15 日（金）
9:00~ 9:15 ９～ 11 ヶ月児 R 1 . 7 . 1 ～ R 1 . 7 . 3 0

15 日（金）
9:15~ 9:30 ２ 歳 児 H30. 3 . 1 ～ H30. 4 .3 0

21 日（木）
12:45~13:00 ５ 歳 児 H27. 3 . 1 ～ H27. 4 . 30

行事・イベントなど
日 行　事

10（日）町スポーツ少年団競技別交歓大会

17（日）第１回地区スポーツ少年団競技別交歓大
会【中種子】

18（月）高齢者学級【中央公民館小会議室】

21（木）生涯学習公民館講座開講式
【中央公民館大ホール】

23（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～

※新型コロナウイルス対策のため予定が変更にな
る場合があります。

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 11（月）、12（火）、25（月）、26（火）

耳鼻咽
喉 科 毎週木曜日

整 形
外 科 毎週火曜日

小 児
外 来 毎週火・木（午後）

消化器
外 科 毎週火曜日、水・木・金曜日（午前）

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

3（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

4（月） 種子島医療センター ㉒ 0960

5（火） 種子島医療センター ㉒ 0960

6（水） 種子島医療センター ㉒ 0960

10（日） 百合砂診療所 ㉘ 3901

17（日） 田上診療所 ㉗ 0325

24（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

31（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

12（火） 幼児学級（１～４歳児）
紙あそび 福祉センター

14（木） 赤ちゃん教室（１歳未満）
袋あそび 福祉センター

26（火） 幼児学級（１～４歳児）
春の遠足 中央公園

28（木） 赤ちゃん教室（１歳未満）
バスタオルあそび

福祉センター

中央保育所園庭開放日
※第２・第４月曜日　11 日・25 日 (10:00 ～ 11:30)
　活動への参加など、詳しくは「支援センターお
ひさま㉗ 0031（中央保育所内）」までお問い合
わせください。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

日本脳炎
１ 　 期

  4 月 27 日～  5 月 16 日

H27. 4. 2 ～ H29. 4. 1

日本脳炎
２ 　 期 H22. 4. 2 ～ H23. 4. 1

日本脳炎
特 　 例 H14. 4. 2 ～ H15. 4. 1

ＭＲ混合
２ 期    5 月 18 日～  5 月 30 日 H26. 4. 2 ～ H27. 4. 1

　予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・
ご予約をお願いします。
※詳しい事については、保健センターまでお問い
合わせください。

※『子育て支援センターおひさま』は新型コロナウイ
ルス対策のため予定が変更になる場合があります。⇨

予防接種医療機関日程
・田上診療所（月・金曜日の 14:00~16:00）
・種子島医療センター（月 ~ 土曜日の 14:00~16:00）
・公立種子島病院（金曜日の 16:00~）
・高岡医院は下記のとおり



２月より大和バスは

　和人グループとなりました！

▶フリー乗降区間がありますので、

停留所以外でも、手をあげて合図し

ていただけましたら乗降できます。

　ただし、次の区間では停留所以外

で乗降できません。

◎河内～大宇都　◎栄町～西中高

◎脇之川～星原小◎栄町～東中高

◎桜が丘～南鴨女町

この区間はフリー乗降できません !!

▶ 道路交通法により次の場所では

停車できません。

■ 交差点・横断歩道・坂の頂上付近・

勾配の急な坂

■ 交差点・横断歩道の側端または

道路の曲がり角から５メートル以内

■ 運転手が危険と判断した場所

◎お問い合わせ先

（有）和人組バス事業部㉖ 2231
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急便サービスしています！
中種子窓口から鹿児島港へ
12 時までの預かりで　　

　　　  17 時に鹿児島港へ
　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

種子屋久高速船株式会社
西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

書類
サイズ（A3 まで）

重量 料金
１kg 以下 300 円

小荷物　重量 料金
  1kg 以下    800 円
  5kg 以下 1,000 円
10kg 以下 1,200 円
15kg 以下 2,000 円
20kg 以下 2,600 円
25kg 以下 3,200 円
30kg 以下 3,800 円

※詳しくはお問い合せ下さい。

島の四季彩 クララ（マメ科）
【漢字表記】眩草
【別名】ウジゴロシ ( 蛆殺し )
【分布】本州～四国～九州・種子島、

　　　　朝鮮～中国～シベリア
【生育地】日当たり良好な草地や路傍
　夏緑性の高さ 1 ～ 1.5 ｍになる多年草です。夏、茎
頂に白色～淡黄色の花を総状に多数つけます。花後、
豆状の果実が実り、黒く熟します。種子島が南限で、
島内では南種子町の西部に局地的に生育しているのが

見られます。和名は、地下の太い根が、目がくらくら
するほど苦いところから、クララに変化したと言われ
ています。阿蘇や九重山系に生息しているシジミチョ
ウ科のオオルリシジミはこのクララのみを食草として
おり、双方が厳重に保護されています。有毒であるこ
とは牛馬も知っており、草原に放牧されていても、食
べることはありません。別名のウジゴロシのごとく、
茎葉の煎じ汁は農業用殺虫剤として利用されることが
あります。根の生薬名を苦参 ( クジン ) と称し、少な
いものの漢方処方があります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

ベニーちゃんシール
種子島観光協会
　　　中種子支部作成
★大シール　2,000 枚×２種類
★小シール　4,000 枚×２種類

離島航空
　　割引カード
の更新手続きはお
済みですか？

『有効期限は３年間』
鹿児島離島航空割引カード
についてのお問い合わせは
中種子町役場企画課（２階）
㉗ 1111 まで !!
【持参する物】
○身分証明書
○証明写真
　（横 2.5cm ×縦３cm）




